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 2020 年度は、音楽家の育成と活動の場の提供を行い、現代の芸術音楽の普及、促進を図った。感染症

の影響もあり、年度当初に立案した「国際交流事業」等の事業計画の一部を延期せざるをえなかったが、

設置席数を半数以下にするなどの拡大防止対策を講じながら、会場などとも協力の上で、9割以上の事業

を行うことができた。 

事業のうち「芸術音楽作品発表事業」「演奏会事業」「コンクール事業」の一部を、一つの音楽祭〈現

音Music of Our Time 2020〉として同時期に開催することで、社会へのアピールを意図した。「芸術音楽

作品発表事業」フォーラム・コンサートでは、全 14 曲を上演し、今現在の生きた芸術音楽が発表された。

「演奏会事業」ペガサス・コンサートシリーズは、現代音楽のレパートリーに積極的な演奏家を支援す

るための企画で、企画は公募とし、演奏家自身がプログラムを決定する。優れた演奏技能と演奏表現力

を有し、かつ企画のコンセプトとプログラミングの創造性、独自性の豊かさ、演奏会としてのまとまり

を十分に備えている事を審査基準とし、18 企画からバリトンと三味線の企画が選ばれた。演奏はいずれ

も現代作品演奏の最前線で活躍している奏者であり、周囲からたいへん高い評価を得た。「コンクール事

業」のうち作曲のコンクールである「第 37 回現音作曲新人賞」では、“伝統と創造”をテーマに作品を

募集し、応募 24作から譜面審査で選ばれた若手作曲家による入選作 5作が上演されたが、いずれも作曲

家のアイデンティティとしての伝統を踏まえつつ新しい作品を創り出しており、将来を担う人材の豊富

さを感じさせた。演奏に焦点を当てた「競楽」は、1945 年以降の作品であること以外に楽器、演奏曲を

指定しないユニークなコンクールで、これからの同時代の音楽演奏を担っていく人材が誕生する契機と

なった。更にこのコンクールでは邦人作品を 1 作以上含めることを参加条件としており、日本の作曲家

の作品に上演機会を付与するという面においても、十分に意義あるものであるといえる。現在、現代音

楽のみを対象とした演奏コンクールは国内には他に存在せず、この分野の演奏者たちが活躍の場を広げ

るために、“競楽”の開催は重要な意味を持っている。こうした企画を続けることにより、より多くの新

しい才能を発掘できると同時に、新しい音楽表現の可能性も広がると考えている。また「芸術音楽作品

発表事業」の〈演奏家＋作曲家コラボレーションシリーズ〉は、演奏家が作曲家と協働して新しい芸術

作品を作り上げる企画であり、現代の音楽だからこそできる企画といえる。作品公募前にレクチャー

（2019 年度に開催）を行うことで、新しい作品を生み出しやすい環境を整備しつつ、短い作品を多数演

奏して現代作品の多様性を一般市民にアピールすることができた。なお、演奏コンクールを除く「芸術

音楽作品発表事業」「演奏会事業」「コンクール事業」では公演の配信を行うことで、全国各地からの視

聴者が視聴を行い、成果を受益した。 

「地域や学校での講演会や教育プログラム事業」のレクチャーは、前述の〈演奏家＋作曲家コラボレ

ーションシリーズ〉の一環であり、音楽家の育成に寄与した。 

さらに、データベースの作成や冊子の作成準備等、公演以外でも、現代の芸術音楽の普及にむけた活

動を行った。 

「国際委交流企画」として行ったオンラインの国際企画は、世界各国の作品映像を集め、ウェブで紹

介するものである。日本からは上限となる 6 名の作品を提出し、まだ国外には紹介されていない日本の

芸術音楽作品を、世界中にアピールすることにつながった。この企画は、順次公開されているため、2021

年度も継続されている。 
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芸術音楽作品発
表事業 

「フォーラムコンサート」を開
催し、日本人作曲家の芸術音楽
作品を発表した。 

11月26日 

11月27日 

東京オペラ

シティリサ

イタルホー

ル 

18 人 

現代芸術音

楽に関心の

ある一般市

民 

129 人 2,663 

演奏家と作曲家が協働する〈演
奏家＋作曲家コラボレーショ
ンシリーズ〉として「大石将紀
サクソフォーンリサイタル」
「佐藤洋嗣コントラバスリサ
イタルを」開催した。 

10 月 2日 

2 月 12 日 

Tokyo 

Concerts 

Lab.、豊中

市文化芸術

センター多

目的室 

22 人 

音楽を学ぶ

学生、作曲

家、現代芸

術音楽に関

心のある一

般市民 

114 人 1,074 

演奏会事業 

〈ペガサス・コンサート・シリ
ーズ〉と題した公募による演奏
家のセルフプロデュース公演
を開催（❶松平敬バリトンリサイ
タル、❷本條秀慈郎 三味線リサイ

タル）。

12 月 7日 

12 月 8日 

東京オペラ

シティリサ

イタルホー

ル 

11 人 

現代芸術音

楽に関心の

ある一般市

民 

158 人 1,319 

コンクール事業 

主に新進作曲家を対象とした
現代芸術音楽作品の作曲コン
クールとして、「第 37回現音作
曲新人賞」を実施。 

12 月 4日 

東京オペラ

シティリサ

イタルホー

ル 

8 人 

作曲家、音

楽を学ぶ学

生、現代芸

術音楽に関

心のある一

般市民 

133 人 1,323 

新進演奏家を対象とした現代
芸術音楽の演奏コンクールと
して、「第 14回現代音楽演奏コ
ンクール“競楽XIV”」を実施。 

11月13日 

11月14日 

12月13日 

けやきホー

ル 
10 人 

演奏家、音

楽を学ぶ学

生、現代芸

術音楽に関

心のある一

般市民 

264 人 1,955 

地域や学校での
講演会や教育プ
ログラム事業 

楽器の奏法や記譜法などに

関する「矢巻正輝トロンボー

ンレクチャー」を開催。 

3 月 31 日 
大阪音楽 

大学Ｏ号館

101 教室 

13 人 

作曲家、演

奏家、音楽

を学ぶ学生

や一般市民 

38 人 28 

日本の現代芸術音楽

作曲作品データベー

スの作成と公表に係

る事業 

日本の現代芸術音楽の作曲家・

作品データベース「日本の作曲

家とその作品」の構築に向け環

境整備や資料収集などを行った

（2021年度第一次公開を予定）。 

4月 1日か

ら 3 月 31

日まで 

法人事務

所 
8 人 

現代芸術音

楽に関心の

ある一般市

民 

0 人 
（公開前で

あるため） 

2,544 

国際交流活動 

国際現代音楽協会主催のオン
ライン国際シリーズ「Virtual 
Collaborative Series」に日本人
作品を送付した。 

11月20日

から 3 月

31日まで 

法人事務

所 
20 人 

世界各国の

現代芸術音

楽に関心の

ある市民等 

1,500 人 0 

出版事業 

日本の現代芸術音楽に関する
情報を発信する電子書籍の
『NEW COMPOSER』Vol.15
刊行に向け編集作業を行った。 

4月 1日か

ら 3 月 31

日まで 

法人事務

所 
10 人 

現代芸術音

楽に関心の

ある一般市

民

0 人 
（発刊前の

ため） 

202 

発表、演奏された楽

曲の配信、CD・DVD

等の収録媒体、その

他事業に関する作

品・物品の販売事業 

主催公演の配信を行った。 

11月26日

から 2 月

24日まで 

法人事務

所
15 人 

現代芸術音

楽に関心の

ある一般市

民 

723 人 0 
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ホームページへ

の広告掲載事業 
団体ホームページに広告を掲載する。 活動なし 活動なし 活動なし 0 
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